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MAP☆ACCESS 

 

 ○利用案内 

 

開館時間  

午前９時から 

午後４時まで 

 

入館料   

無 料 

 

休館日   

月曜日 

（休日に当たるときは、

直近の平日）、年末年始 

企画展｢『衣』からみる農家のくらし｣ 展示会場 



 

 

 

雀神社 

                                          雀神社氏子総代 藤澤 栄耕  

 昔、湯沢の地に温泉が湧き湯治場として賑わっていた頃の話である。 

 この湯治場に 1人の巫女が住み、大変繁盛していた。巫女には 1人の道楽息子がいたが、或る時

に湯治客の間で財布の紛失騒ぎが起きた。いくら探しても出てこないため、遂には巫女の道楽息子

に嫌疑がかかり、役人に引き渡され処刑されてしまった。巫女はこのことを悲しみ、ここに湯治場

があったため起こったことだと言い、｢湯沢の地から温泉をなくしてやる｣と夜な夜な卵の殻に温泉

の湯を運んでは山を越えた谷川のほとりに運んだ。 

 やがて、湯沢の湯は湧かなくなり、谷川のほとりに湯が湧いた。巫女の命が途絶えるとき、｢湯

沢の地と人を孫末代まで呪ってやる｣と言い残し雀となって昇天した。その翌年から、農作物が出

来る秋には雀の大群がやってきて穀物を食い荒らしていくようになった。捕らえてみてみれば、そ

れは片目の雀だった。 

 困り果てていた村人たちは、通りかかった 1人の旅の僧に助けを求めたところ、｢それは巫女の

祟りであろう。雀を祀りその霊を慰めよ｣と助言された。村人たちは言われるままにお堂を建て巫

女を祀ると、ぴたりと雀の被害は止まった。これが、雀神社にまつわる伝説の概略である。 

 村人たちは、このお堂を巫女堂または雀堂と呼び習わしていた。明治の御代になって神社登録す

るとき所在地名を付して前林雀神社としたが、現在は単に雀神社と称している。 

〇伝説に関わる場所 

1) 湯壷堤(温泉の湯元跡) 2)木村大明神碑跡(旅の僧木村某を大明神として祀った) 3)旧雀神

社碑(巫女を祀ったお堂の跡地) 4)雀神社(大正 11年[1922]に移転した現在の境内地) 

〇伝説に関わる資料 

 1)懸仏(巫女守護神記名) 2)片目の雀像(陶器製) 

 

 

 

 

 

雀神社(盛岡市湯沢) 

 近頃、当館には｢湯沢の雀神社について知りたい｣という来館者が増えています。雀神社につい

ては、昨年の当館企画展｢都南の社寺と人々｣でも紹介していました。そこで、今回は雀神社氏子

総代であり、雀神社に伝わる民話と湯沢に残る関連史跡、神社に伝わる資料をもとに｢雀神社物語

(上)｣を編集・発行した藤澤栄耕氏に御寄稿いただきました。 

※藤澤氏は、当館の運営委員および当館が事務局を務める｢となん・かけはしの会｣の顧問です。 



 

 当館では、平成 28年 7月 30日(土)から 9月 19日(月・祝)まで企画展「『衣』からみる農家の

くらし」を開催いたしました。当館では、新館 2階常設展にて農家の日常着や作業着を展示してい

ましたが、資料の情報が十分ではない状態でした。そのため、当館所蔵の衣服のうち聞き取り可能

な資料について改めて聞き取り調査を行いました。残念ながら、聞き取りできた資料はわずかでし

たが、特に多くの資料を寄贈いただいていた下湯沢老人クラブの皆様より聞き取りを行うことがで

きました。 

 都南地域で身につけられていた‘こしぴり’や股引、手甲、もんぺ、雪合羽、角巻などを展示

し、今では着られなくなった衣服から農家のくらしを紹介する展示でした。展示資料の一部は、当

館新館 2階常設展に展示しています。 

 本展で御協力いただきました地域の皆様には、この場を借りてお礼申し上げます。 

 

寄贈者からの聞き取り再調査             展示会場 

 

企画展 ｢都南の先人 宮崎求馬｣ 

平成 28年 10月 15日（土）～12月 11日(日)  

地域の教育に貢献し，私立図書館「宮崎文庫」を開いた都南の先人 

宮崎求馬について、現在調査中の資料を中心に紹介します。    

  

 

 

宮崎 求馬 

(写真提供：盛岡市立見前小学校) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

     

一
方
、
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岡
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の
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で
は
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岩
倉
常
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が
飯
岡
庄
太
郎
の
前
へ
進
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敵
の
斯
波
軍
で
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、
新
た
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野
孫
三
郎
が
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し
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り
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し
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し
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郎
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敵
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何
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で
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よ
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さ
だ
め
て
戦
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少
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し
く
は
な
い
。
兵
を
励
ま
し
、
戦
う
べ
し｣

と
鼓
舞
し
ま
し
た
。
そ

こ
に
、
斯
波
軍
の
兵
が
な
だ
れ
込
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
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み
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砂
子
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は
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再
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し
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り

長
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げ
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大
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、｢
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波
の
者
共
、
先
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ど
も
我
が

腕
前
を
恐
れ
て
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げ
た
の
に
、
ま
た
も
や
っ
て
き
た
の
か
。
討
ち
散
ら
し

て
や
る
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と
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び
出
し
ま
し
た
。
長
刀
を
風
車
の
よ
う
に
振
り
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し
て

敵
陣
へ
向
か
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、
あ
っ
と
い
う
間
に
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十
七
騎
を
切
り
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せ
ま
し
た
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そ

こ
に
、
遠
野
孫
三
郎
の
家
来
の
綾
織
久
之
進
と
い
う
者
が｢

や
ぁ
、
や
ぁ
、

砂
子
姫
。
我
は
久
之
進
と
申
す
。
勝
負
し
よ
う
ぞ｣

と
名
乗
り
を
あ
げ
ま

し
た
。｢

望
む
と
こ
ろ
よ｣

と
、
砂
子
姫
と
久
之
進
の
勝
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始
ま
り
ま
し

た
が
、
力
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で
は
砂
子
姫
に
敵
う
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
久
之
進
は
首

を
討
ち
取
ら
れ
、
砂
子
姫
は
声
高
ら
か
に
名
乗
り
を
あ
げ
て
館
へ
引
き
返

そ
う
と
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ま
た
も
敵
の
杉
崎
大
助
が
名
乗
り
を
あ
げ

砂
子
姫
に
切
り
か
か
り
ま
し
た
が
、
砂
子
姫
は
大
助
の
上
帯
を
掴
ん
で
投

げ
つ
け
首
を
討
ち
落
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
敵
の
福
田
民
部
も
砂
子
姫

に
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み
ま
す
が
、
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れ
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を
と
ら
れ
て
し
ま
し
ま
す
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砂
子
姫
の
強
さ
は
言
葉
に
表
し
よ
う
が
な
く
、
少
数
で
は
敵
わ
な
い
と

思
っ
た
斯
波
兵
は
大
勢
で
挑
む
と
、
さ
す
が
の
砂
子
姫
で
も
敵
わ
な
い
の

で
引
き
返
そ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
小
山
田
勘
四
郎
と
い
う
者
が
挑

み
か
か
り
ま
し
た
。 
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典:
『
と
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（
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史
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俗
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、
一
九
八
八
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砂
子
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の
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三
』
と
な
ん
の
昔
ば
な
し
四
十
八 

盛岡市所在指定･登録文化財紹介㊽ 

盛岡市指定有形文化財 

 

石造地蔵菩薩坐像（大智田中地蔵尊） 1 体 

盛岡藩 5代藩主南部行信が、生母おしゅん

の方の菩提を弔うため、その荼毘跡(現北山

一丁目)へ元禄 7年(1694)建立した坐像で

す。花崗岩で丸彫りされ、納衣は両肩を覆う

通肩で左胸に環状の止め具をつけ、右手に錫

杖、左手に宝珠を持ち結跏趺坐しています。 

四ツ家町の有志が南部家 43代南部利淳に

願い出たことにより、現在地へと移りまし

た。｢四ツ家の地蔵さん｣の愛称で親しまれて

います。 

参考・引用資料：盛岡市教育委員会『もりおかの文化財』

(2008) 

資料は語る㊽ 

 

【和賀稗貫志和郡三十三番札所案内】 

和賀・稗貫・紫波では｢当国三十三番札所｣と呼ば

れ、花巻市太田に所在する音羽山清水寺を 1 番札

所として 33の札所がありました。この資料は、嘉

永 4 年(1851)に 1 番札所の清水寺より発行された

和賀稗貫志和郡三十三番札所の案内図で、右手が

北の城下となっています。このうち、都南地域には

9 番札所飯岡寺、10 番札所高寺、11 番札所光西寺

が描かれています。現在、高寺に安置されていた木

造十一面観音立像(盛岡市指定有形文化財)は市内

の大慈寺へ、光西寺の聖観音立像は手代森の大泉

院へと移されており、9番札所は飯岡山麓の飯岡観

音堂です。 

 

 


